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Alと Cu との組成比によって 3 種類に分類されること、これらの中で Cu 含有量 50%以上の化合物を含む灰色および
層状組織が強度の支配組織で、この組織の形成量が多いため、アルミニウムと鋼板との継手は銅板との継手よりさら
に低強度であると結論している。このため、上記の亜鉛引き鋼板の結果を参考として亜鉛箔を中間層として用いるこ
とにより、接合界面領域におけるAl-Cu 系化合物の形成量の抑制と、接合強度の著しい向上を達成している。
以上のように、本論文は、摩擦撹祥接合による異種金属聞の重ね継手に関して、接合部の金属組織の詳細な観察を
行い、接合強さの支配組織の同定と、その制御による接合強さの改善を達成している。この成果は、摩擦撹搾接合の
異種金属間接合法としての新しい可能性を拓くもので、基礎および応用の両面わたって工学的に寄与するところ大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
